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番号 質　問　事　項 A Ｂ Ｃ Ｄ Ｒ４　７月平均比較 Ｒ３　12月平均 Ｒ３　７月平均

1 お子さんは、学校での勉強や行事に積極的にとりくんでいる。 36 21 1 0 3.60 - 3.52 3.52

2 お子さんは、読み書きや計算など、基礎学力が向上してきている。 30 27 1 0 3.50 - 3.42 3.49

3 お子さんは、興味や関心に応じて、読書をしている。 17 22 17 2 2.93 〇 2.62 3.10

4
お子さんは、家庭でも机に向かい、宿題や家庭学習に取り組んで
いる。

31 23 4 0 3.47 - 3.32 3.38

5
お子さんは、挨拶や言葉づかいなど、場に応じた行動が身につい
てきている。

18 38 2 0 3.28 - 3.30 3.43

6
お子さんは、自分や周りの人のよさを認め合い、仲良く協力してい
る。

26 31 1 0 3.43 - 3.38 3.60

7
お子さんは、自分のため、人のために、できることを進んでしようと
する。

28 27 3 0 3.43 - 3.30 3.46

8 お子さんは、歩くことや外遊びなど、体を動かす取組をしている。 38 15 5 0 3.57 〇 3.25 3.51

9
お子さんは、食事や睡眠など、よりよい生活をしようと心がけてい
る。

24 31 3 0 3.36 〇 3.19 3.28

10
お子さんは、自分の将来や目標に向かい、今できる事をがんばろう
としている。

15 34 8 1 3.09 - 3.05 3.23

11
ご家庭で、その日の出来事を話題にして、子どもと話をするようにし
ている。

31 25 2 0 3.50 - 3.42 3.54

12
ご家庭で、学習や生活リズムについて、約束や声かけをするように
している。

33 22 3 0 3.52 - 3.44 3.58

13
ご家庭で、子どものよさに目を向けて、ほめて、認めて、励ましてい
る。

27 28 3 0 3.41 - 3.32 3.41
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Ｒ４　学校評価（保護者アンケート）　７月

　　☆アンケート調査を通して、保護者から児童への働きかけもねらっています。この項目にあたる部分については分析を進め、
　　　より良い学校作りのために各活動に反映させることはできないか検討していきます。

○成果としてとらえられる点
・項目　１　学習・行事への積極性がさらに良化～子ども達の学習・行事への積極性が、お家の方にもはっきりと伝わっていたようで何よりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感染症対策で、きゅうくつに感じるご時世ですが、子ども達は教師や友達との関わりを通して、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物事に前向きに取り組んでいます。今後も、子ども達自身が活動を通して自身の成長を実感で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きるよう、しっかりと指導にあたっていきます。

・項目　８　外遊び、運動への取組が大きく良化～コロナウイルスによる苦しい時期は続きますが、１学期は運動会を実施することができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備期間においても過密に練習するのではなく、体育の学習の成果を発表するイメージで練習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行ってきました。これから秋から寒い冬へと季節がかわりますが、楽しく運動に取り組める
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よう、今後も子ども達へ声かけをしていきましょう。
●今後改善を図る点
・項目　３　児童の読書習慣　　　　　　　　　～平均で見ると値は低いのですが、良化傾向にあります。これまで、学校支援ボランティアや地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域学校協働活動推進員の方の協力をいただきながら、教室の読書環境を充実させる取組を行っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきました。興味を引く刺激的な物や情報があふれる中ですが、今後も読書の良さを再認識で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きる取組や学習の在り方を大切にしていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例）読み聞かせの実施、学校の図書室や外部図書館からの貸出の充実と活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語科授業における図書紹介活動、目的を持った読書活動の充実等

・項目１０　目標を持った生活　　　　　　　　～平均で見ると良化傾向にあります。また、これまでに比べて、Ｃ・Ｄの人数が減っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標に向けて努力する、自身の活動を調整する「自立した学習者」としての姿は、武佐小学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校が目指す子どもの姿でもあります。目標に向けた努力は、到達のために、具体化、焦点化、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質の向上が求められるものです。学習や行事において、「なりたい自分」を意識して活動す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る姿勢を育んでいきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例）設定した目標の振り返り、自身の活動を調整する力を伸ばすための活動や声かけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発達段階に応じたキャリア教育の実施等


